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開催概要

開催規模

来場者数

名　　称：	FORESTRISE 2022（第3回次世代森林産業展）

会　　期：	2022年9月14日（水）～9月16日（金） 10：00～17：00

会　　場：	東京ビッグサイト 西2ホール

主　　催：	産経新聞社

併　　催：	バイオマスエキスポ2022 森林産業

企画協力：	FOREST MEDIA WORKS Inc.

入  場  料：	入場無料 ※要来場登録または招待券持参

同時開催展：	

後　　援：	

出展社数 小間数

78社・団体 97小間

開催日 天候 来場者数 前回（2019年）

9月14日（水） 晴れ 1,125名 1,973名

9月15日（木） 晴れ時々曇り 1,102名 2,412名

9月16日（金） 晴れ 1,206名 1,641名

合計 3,433名 6,026名

※上記の発表数字に主催関係者、出展関係者は含まれておりません。

※リピーター（会期中に複数回ご来場された方）は1名としてカウント。

※2022年は感染症対策を施して開催しました。

JIMA 2022（第11回総合検査機器展）、INTERMEASURE 2022（第30回計量計測展）、SENSOR EXPO JAPAN 2022（センサエ
キスポジャパン）、SUBSEA TECH JAPAN 2022（第4回海洋産業技術展）、地盤技術フォーラム 2022、第24回 自動認識総合展

林野庁、Advantage Austria（オーストリア大使館商務部）、フィンランド大使館商務部、［国研］森林研究・整備機構、［公社］
国土緑化推進機構、［公社］大日本山林会、［一財］日本森林林業振興会、［一財］林業経済研究所、［一社］日本林業協会、全
国森林組合連合会、［一社］全国木材組合連合会、［一社］林業機械化協会、［一社］日本森林技術協会、［一社］日本林業経
営者協会、［一社］全国林業改良普及協会、全国素材生産業協同組合連合会、林業・木材製造業労働災害防止協会、森林施
業プランナー協会、FSC®Japan、緑の循環認証会議（SGEC／PEFCジャパン）、［一社］日本木質バイオマスエネルギー協会、
［一社］日本木材学会、［一社］日本森林学会、森林利用学会、［一社］日本プロジェクト産業協議会（ 順不同）

FORESTRISE（次世代森林産業展）とは？
森林資源を共通の基盤とする川上の林業から、川中の林産業、川下の木質バイオマスまでを包括的な一つの産業として捉え
たフォレストビジネスを表すFORESTと、〔太陽などが〕出る、昇る〔人が〕立ち上がる、起きる〔数量が〕増える〔価格が〕上がる、
上昇する〔物事が〕始まるの意味を表すRISEを組み合わせた造語。日本の森林産業の再生、活性化を願って組み合わせた展示
会の名称。読み：フォレストライズ
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出展社一覧

アジア航測株式会社

株式会社アドイン研究所

イー・バレイ株式会社

イエロースキャンジャパン株式会社

株式会社 woodinfo

エクシオグループ株式会社

NCH Japan

株式会社 NTジオテックス

株式会社 NTTデータ

／一般財団法人リモート・センシング技術センター

オーストリアパビリオン

Advantage Austria

（オーストリア大使館商務部：インフォメーションデスク）

Andritz AG（アンドリッツ）

Kohlbach Energieanlagen GmbH（テス・エンジニアリング）

LIECO GMBH & CO KG（山陽商事）

Pewag Schneeketten GmbH

Pfanner Schutzbekleidung GmbH（ファナージャパン）

Polytechnik Luft- und Feuerungstechnik 

GmbH（エクシオグループ）

PROFIFORST GMBH（山陽商事）

RIEGL International GmbH（リｰグルジャパン）

Stadlober GmbH

WWS Wasserkraft GmbH（WWS-JAPAN）

KANEKO 重機株式会社

クニミネ工業株式会社

株式会社グリーンサポート

晃洋設計測量株式会社

国際航業株式会社

国土防災技術株式会社

／物林株式会社

株式会社サナース

株式会社三基

三洋貿易株式会社

株式会社ジツタ

JIFFY PRODUCTS INTERNATIONAL BV

信州大学　森林計測・計画学研究室

国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所

株式会社森林再生システム

Spanner 株式会社

アジア航測株式会社

株式会社アドイン研究所

イー・バレイ株式会社

イエロースキャンジャパン株式会社

株式会社 woodinfo

エクシオグループ株式会社

NCH Japan

株式会社 NTジオテックス

株式会社 NTTデータ

／一般財団法人リモート・センシング技術センター

オーストリアパビリオン

Advantage Austria

（オーストリア大使館商務部：インフォメーションデスク）

Andritz AG（アンドリッツ）

Kohlbach Energieanlagen GmbH（テス・エンジニアリング）

LIECO GMBH & CO KG（山陽商事）

Pewag Schneeketten GmbH

Pfanner Schutzbekleidung GmbH（ファナージャパン）

Polytechnik Luft- und Feuerungstechnik 

GmbH（エクシオグループ）

PROFIFORST GMBH（山陽商事）

RIEGL International GmbH（リｰグルジャパン）

Stadlober GmbH

WWS Wasserkraft GmbH（WWS-JAPAN）

KANEKO 重機株式会社

クニミネ工業株式会社

株式会社グリーンサポート

晃洋設計測量株式会社

国際航業株式会社

国土防災技術株式会社

／物林株式会社

株式会社サナース

株式会社三基

三洋貿易株式会社

株式会社ジツタ

JIFFY PRODUCTS INTERNATIONAL BV

信州大学　森林計測・計画学研究室

国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所

株式会社森林再生システム

Spanner 株式会社

F-54

F-50

F-19

F-13

F-31

F-56

F-35

F-12

F-15

F-47

F-18

F-20

F-58

F-11

F-09

F-06

F-33

F-41

F-29

F-53

F-03

F-48

F-21

F-51

F-42

ニッポニア木材株式会社

／Barcelona Trade

パシフィックコンサルタンツ株式会社

株式会社長谷川萬治商店

株式会社ビィーシステム

株式会社ピーシー販売

／PORTABLE WINCH COMPANY

PINOSA SRL

株式会社日比谷アメニス

フィンランド・北カルヤラ県　森林・林業産学官連携共同事業体

株式会社 ForestEye

／株式会社百森

株式会社フォレストシー

フォレストジャーナル

FOREST MEDIA WORKS 株式会社

富士岡山運搬機株式会社

株式会社藤興業

Planet

プラフォームサンブレス株式会社

株式会社マゼックス

株式会社マプリィ

株式会社みるくる

森の機械株式会社

ヤマハ発動機株式会社

緑産株式会社

林野庁

住友林業株式会社

精密林業計測株式会社

全国森林組合連合会

株式会社ソマノベース

第一合成株式会社

株式会社竹谷商事

筑波重工株式会社

DeepForest Technologies 株式会社

東日興産株式会社　

有限責任監査法人トーマツ

株式会社日建

／ジョンディア

／ワラタ
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F-05-2
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F-34

F-14
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F-27
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F-46

F-08

F-17

F-49

F-38

F-05-1

F-04

F-23

F-32

F-55

F-39

F-24

F-60
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会場図　
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新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策について

合同開会式

本展示会は日本展示会協会および東京ビッグサイトの新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドラインに準じて対策を講じて開催
いたしました。

【式次第】
1．主催者代表あいさつ （同時開催展から代表して）
INTERMEASURE　主催　一般社団法人日本計量機器工業連合会 会長　田中 義一

土壌・地下水浄化技術展　主催　一般社団法人土壌環境センター 会長　関口 猛

2．来賓ごあいさつ 
衆議院議員 元文部科学大臣　塩谷 立 様

3．テープカット 
衆議院議員 元文部科学大臣　塩谷 立 様

経済産業省 製造産業局産業機械課 課長　安田 篤 様

環境省 水・大気環境局 参事官（土壌・地下水・地盤環境担当）　堀内 洋 様

＜INTERMEASURE主催＞

一般社団法人日本計量機器工業連合会 会長　田中 義一

＜自動認識総合展　主催＞

一般社団法人日本自動認識システム協会 代表理事会長　小瀧 龍太郎

＜JIMA主催＞

一般社団法人日本検査機器工業会 会長　松島 勤

＜土壌・地下水浄化技術展　主催＞

一般社団法人土壌環境センター 会長　関口 猛

＜地盤技術フォーラム　共催＞

パイルフォーラム株式会社 代表取締役社長　加倉井 正昭

＜センサエキスポジャパン／SUBSEA TECH JAPAN　特別協賛＞

一般社団法人次世代センサ協議会 会長　小林 彬

＜センサエキスポジャパン／SUBSEA TECH JAPAN／地盤技術フォーラム／FORESTRISE主催＞

産経新聞社 事業本部長　伊藤 富博

と き：	2022年9月14日（水）　午前9：40～10：00 

ところ：	東京ビッグサイト　西1ホール　セミナー会場A
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【第一部（10:15～10:55）】

我が国製造業の動向と今後の課題
経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長補佐　池田 秀俊 氏
我が国の製造業の位置づけを整理するとともに、新型コロナウイルス感染症の世界的な感
染拡大を経て、今後の我が国製造業を巡る状況変化をどう捉えるか。製造業の発展のため、
デジタル化等への対応にどのように取り組んでいくべきか、様々な政策とともにご紹介いた
だきました。

【第二部（11:00～12:00）】

異業種から研究者へ　　
ーロコモティブシンドロームに打ち勝つロボット開発ー
いとう まい子 氏
18歳で飛び込んだ芸能界から、45歳で早稲田大学
に入学、ロボット工学と出会ってから現在に至るま
での足跡とロコモティブシンドロームを予防するロ
ボットの開発秘話についてご講演いただきました。

林業の景色を変える　
～林業イノベーションとグリーン成長の実現～
SDGsや脱炭素社会への期待を受け、スマート／デジタル技術を
活用した林業の進展を中心に、森林の吸収と木材の利用による
カーボンニュートラルに向けた取組等についてご講演いただき
ました。

天羽 隆 氏 （前林野庁長官）

シン・リンギョウ：従業員の満足度が高い林業事業体づくりこそが
将来の森林づくりへの希望の光
林業作業を実施しているのは林業事業体の経営者と従業員。私たち従業員は、自分の人生が
幸せになる組織で働きたい。どうすれば従業員の満足度が高い組織経営ができるのか。経営
者と従業員が一体となった経営の実践者、新たな組織経営づくりのための支援を実践してい
る行政を交え議論。

　モデレーター　	 楢崎 達也 氏（FOREST MEDIA WORKS）
　   パネリスト  　　鈴木 伸之助 氏（温海町森林組合）
　   パネリスト  　　石川 元 氏（長崎県）

同時開催展　合同基調講演

FORESTRISEセミナー

9月14日（水）

9月14日（水）

東京ビッグサイト会議棟1階　レセプションホールB

FORESTRISE基調講演　11：00～12：00　セミナー会場F

12：30～14：00　会議棟1階102会議室

経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長補佐
池田 秀俊 氏

いとう まい子 氏

天羽 隆 氏 
（前林野庁長官）

楢崎 達也 氏
（FOREST MEDIA WORKS）

石川 元 氏
（長崎県）

鈴木 伸之助 氏
（温海町森林組合）
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多角的に見た林業の労働安全
就業場所が野外であり、自然と向き合いながら生産活動を行う林業だ
からこそ、欠かせない安全対策は安全管理に留まりません。人や環境、
道具や教育等、様々な視点から林業の労働安全についてご講演いた
だきました。

飛田 京子 氏（林業技能教育研究所）

地域活性化の新潮流 木質バイオマス・ソリューションビジネス
～成功メソッドの全貌！～
木質バイオマス資源を利用した地域活性化とまちづくり、地方経済創生と環境保全の共生・取組みは、SDGs時代の
低炭素社会実現と地域発展のニューモデルとして発展進化しました。本講演では地方自治体、森林産業団体、発電
事業者、金融機関をコーディネートして、地域サプライチェーンを生み出し、環境を守り地域活性化に導いたバイオ
マスエネルギー・ソリューションビジネスの成功メソッドの全貌と新たな事業を成しとげたスピリッツを紐解きま
した。

Opening Remarks　
坂西 欣也 氏（産業技術総合研究所）

【第一部】

自治体連携の事例紹介
～島根県津和野町における木質エネルギー事業～
沼 真吾 氏（フォレストエナジー）

【第二部】

自律分散型バイオマスエネルギーと地域コラボレーションが最大のミッションだ！　
O. バルテンシュタイン 氏（Spanner）

【第三部】

ペレット製造及びペレットを用いた熱電併給
～地方自治体におけるメリット～
クラウディウス デッケルト 氏（三洋貿易）

ニュージーランド林業の技術革新と日本林業の世界的競争力の確保
約170万haの人工林で年間約3千万㎥生産し、成長
産業としての著しい発展を遂げているニュージーラ
ンド林業を2019年に現地調査した報告書をもとに、
日本の約1.千万haの人工林林業が世界との競争力
を確保するには何が必要かご講演いただきました。

山田 壽夫 氏（木構造振興）

13：00～14：00　セミナー会場F

15：00～16：15　会議棟1階102会議室

15：00～16：00　セミナー会場F

飛田 京子 氏
（林業技能教育研究所）

山田 壽夫 氏
（木構造振興）

坂西 欣也 氏
（産業技術総合研究所）

沼 真吾 氏
（フォレストエナジー）

O. バルテンシュタイン 氏
（Spanner）

クラウディウス デッケルト 氏
（三洋貿易）
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ユーザーが語る！ 素材生産におけるICT導入の実際
～StanForDをベースとした林業システムは日本に必要か？～
素材生産現場へのICT導入の現状と課題、海外の標準仕様であるStanForDの適用について、
森林総合研究所中澤氏による基調講演と、先進的な取組を行っている林業事業体によるパネ
ルディスカッションを行った。

　基調講演・パネラー　
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 林業工学研究領域 収穫システム研究室 室長　中澤 昌彦 氏

　パネラー　
スマート林業EZOモデル構築協議会 北海道 水産林務部林務局林業木材課林業木材係 主任　田中 君祐 氏
株式会社 柴田産業 専務取締役　柴田 智樹 氏
烏川流域森林組合 森林経営課 主任　石井 宏一郎 氏
有限会社 杉産業 代表取締役　杉 光太郎 氏

　司　会　　
住友林業株式会社 資源環境事業本部 山林部 グループマネージャー　岡田　広行 氏

林業先進国オーストリア　～高性能林業機械や木質バイオマス技術の最前線を探る～
オーストリア農林地域水資源管理省（BML）、マルティン・ネーバウアー本省参事官による
講演の他、オーストリア企業による高性能林業機械、林業のデジタル化、木質バイオマスパ
ワー等の最新情報の紹介。

マルティン・ネーバウアー 氏
（オーストリア農林地域水資源管理省）

　参加オーストリア企業　
・ INNIO Jenbacher GmbH & Co OG（ガスエンジン）
・ Komptech GmbH（木質バイオマス資源の循環利用機械）
・ Konrad Forsttechnik GmbH（高性能林業機械）
・ Polytechnik Luft- und Feuerungstechnik GmbH（木質バイオマスソリューション）
・ RIEGL International GmbH（レーザースキャナー）
・ SynCraft Engineering GmbH（木質バイオマスソリューション）
・ Urbas Maschinenfabrik GmbH（木質バイオマスソリューション）

林業DX導入を検討する前に今できること・すべきこと
林業現場の改善方法を林業DX導入・活用の観点から考えました。また商習慣、慣例に問題意識を持つことや、日常業務に工夫を凝
らすことなど、最新技術を有効活用するにあたっての心構え、思考転換の必要性についてご講演いただきました。

寺岡 行雄 氏（鹿児島大学）
鈴木 智恵 氏（八重コンサルティング）

9月15日（木）
10：30～11：30　会議棟1階102会議室

11：00～12：00　セミナー会場F

12：30～14：00　会議棟1階102会議室

マルティン・ネーバウアー 氏
（オーストリア農林地域水資源管理省）

寺岡 行雄 氏
（鹿児島大学）

鈴木 智恵 氏
（八重コンサルティング）
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これからの林業を考える　～林業の常識を疑ってみよう～
持続可能な林業経営を確立するためには林業の採算性を改善することが不可欠です。今までと同じことを繰り返しても結果は同じ。
新しい林業を構築するには常識を疑うことから始めてみる必要があるとの提言がなされました。

大貫 肇 氏（物林）

儲かる林業と山がよろこぶ建築を語る
林業問題は、林業経営コストの低減と木材価格の改善に収斂します。低コストで「儲かる林業」を実践する関口氏、歩留まり向上で「山
がよろこぶ建築」を具体化する網野氏に登壇いただき、3人でこれからの林業を考えました。

　モデレーター　	 大貫 肇 氏（物林）
　   パネリスト  　　網野 禎昭 氏（法政大学）
　   パネリスト  　　関口 弘 氏（栃毛木材工業）

地域資源を活用した脱炭素で経済と雇用を創出する
「SDGs未来都市」「脱炭素先行地域」に選定され、多
様なローカルベンチャーと協働して森林の適正管理
と木材の付加価値化や再生可能エネルギー導入に
挑戦。低炭素な地域づくりと地域内資源循環に取り
組む村のこれまでと将来像についてご講演いただ
きました。

上山 隆浩 氏（西粟倉村役場）

誰のための効率化？　森と木と人を活かす愛ある林業　企画：林政ニュース
世の中には、様々な林業機械やICT機器など効率化を進める機械やツールがあります。ソレらはいったい何のためで、誰のためなので
しょうか？目的あっての手段のハズが、いつの間にか手段が目的化するケースもあります。そうならないためにも、「愛が必要だ。それ
が森と木と人を活かすんだ」と井上さんと中間さんは口を揃えます。では、その「愛ある林業とは何なのか？」ご講演いただきました。

　モデレーター　	 成田 陸 氏（日本林業調査会）
　   パネリスト  　　井上 達哉 氏（VUILD）
　   パネリスト  　　中間 康介 氏（GREEN FORESTERS）

9月16日（金）
10：30～11：30　会議棟1階102会議室

11：30～12：30　会議棟1階102会議室

13：00～14：00　セミナー会場F（西2ホール）

15：00～16：00　会議棟1階102会議室

上山 隆浩 氏
（西粟倉村役場）

大貫 肇 氏
（物林）

網野 禎昭 氏
（法政大学）

関口 弘 氏
（栃毛木材工業）

成田 陸 氏
（日本林業調査会）

井上 達哉 氏
（VUILD）

中間 康介 氏
（GREEN FORESTERS）



9

衛星画像を活用した森林DX　～日本全国の森林調査・資源量把握～
近年、衛星は性能向上や機数増、解析技術の向上により数十万km2

の森林状況（資源量や病害虫の影響等）を高頻度で把握できるよう
になりました。衛星画像を活用した効率的な森林状況の把握につい
てデモを交えてご講演いただきました。

山本 一清 氏（名古屋大学）
戸田 堅一郎 氏（ジオフォレスト）
本間 さや香 氏（NTTデータ）

バリューチェーンに基づく正確かつデジタル化された森林データの活用について
フィンランドは、森林から消費者までの林業活動を強化するため、正確かつ視覚的なリモートセンシングデータを利用するなど、高性
能なデジタルスマート林業を上手に運用していることでよく知られています。本講演では、世界中のデジタル化された林業バリュー
チェーンの一部として、リモートセンシングにより取集したデータを日々の業務にどのように活用しているのか、林業に関わる4名の講
師にご紹介いただきました。

Mr. Ville Pekkanen（John Deere Forestry Oy, Ltd.）
Mr. Atsuhiro Usui（Usui Co. Ltd.）
Mr. Ryo Hibiya（Oy Arbonaut Ltd.）
Mr. Jussi Lappalainen（The Finnish Forest Centre）

林業DXのリアルと未来　～スギの町・金山の挑戦～
スマート技術で地域の林業を守り、育てたい！持続可能な林業の実現のため、DXに挑戦する
山形県金山町森林組合の取り組みと、連携する研究者・企業の担当者が、見えてきた現実と
課題、実現したい未来を語り合いました。

狩谷 健一 氏（金山町森林組合）
瀧 誠志郎 氏（森林総合研究所）
塚原 正之 氏（アジア航測）

11：30～12：30　会議棟1階102会議室

13：30～14：30　会議棟1階102会議室

15：00～16：00　会議棟1階102会議室

本間 さや香 氏
（NTTデータ）

狩谷 健一 氏
（金山町森林組合）

瀧 誠志郎 氏
（森林総合研究所）

塚原 正之 氏
（アジア航測）

超高密度点群で実現する森林解析と森林管理のイノベーション
ヤマハ発動機では、林業従事者の労務低減・施業の効率化・森林計画の高度化を目指した支援サービスとして、無人ヘリによる『森
林計測サービス』を行っております。本講演では、地形・森林資源解析を行うことで実現する森林デジタルツインの世界と、独自アプリ
『YFMS』による林業DXの実例を紹介しました。

林業ビジョン Japan Forest 2050 プロジェクトについて
林業界が様々な社会の要請に応えていくには、中長期ビジョンと具体的戦略、そして他の業界とのコラボレーションが不可欠な状況
にあります。本講演では、デロイト トーマツグループの考える林業ビジョンJapan Forest 2050について紹介しました。

山間地でも通信を可能にする革新的林業自動化支援システム
林業関係者の夢であった機械の遠隔操作や遠隔監視、無人走行等の実現にむけて、従来林業自動化のボトルネックとなっていた山
間地の通信環境の問題を解消する画期的なポータブル杭システムと、鮮明なライブ映像の送信技術を紹介。

出展社プレゼンテーション
9月15日（木）

9月16日（金）

15：15～16：00　セミナー会場F　ヤマハ発動機

11：00～11：45　セミナー会場F　トーマツ

15：15～16：00　セミナー会場F　山陽商事
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来場プロモーション

来場招待券の配布①（主催者から来場対象へダイレクトメール）

来場招待券の配布②（出展社から来場対象へダイレクトメール）

ポスター

ウェブサイト／出展社情報ページ（Webポータル展示）

下記の送付先に来場招待券を配布いたしました。

・ 主催・特別協力・後援団体・関係者（過去訪問先）

・ 講演者

・ 前回（次世代森林産業展2019）来場者

・ 全国（各県）の森林組合連合会

・ 国産材名鑑データベース

・ 各地域の森林組合（単組）

・ オーストリア大使館 商務部のデータベース

・ 行政機関（各都道府県の林務部門）など

表面 裏面

DM用封筒

出展社情報ページ

希望枚数の来場招待券を無料にて出展社の皆様へ送付。お取引先、関係者に対して来場招
待券を直接ご送付いただき、来場者の動員活動にご協力いただきました。

出展社をはじめ、後援団体、森林・林業関連団体、学術機関などに配布いたしました。

出展社情報やFORESTRISEセミナー情報など来場動機につながる情報を掲載し
ました。
また、出展社情報ページ（Webポータル展示）では、見どころ情報や製品画像、
動画機能のほか、PDFダウンロード機能、問い合わせ機能など、ウェブサイト上
でリードが獲得できる機能を追加しました。
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メールマガジン

広報・宣伝活動

協力機関・団体のデータベースを活用したプロモーション

出展社情報、会期中のセミナー情報を定期的に配信しました。

【配信日】

8月3日	 来場登録開始&セミナー申込開始	

8月18日	 来場登録受付中&セミナー申込受付中	

8月30日	 来場登録受付中&セミナー申込受付中	

9月6日	 来週開幕		

9月13日	 明日開幕		

9月14日	 開催中		

9月15日	 明日は最終日		

8月15日	 フォレストジャーナル　ウェブ広告レクタングル掲載（～9/16まで）	

8月22日	 林野庁　情報誌「林野」8月号にて弊展をご紹介		

8月24日	 林政ニュース第683号　表4　広告掲載			 

9月1日	 PR TIMES　プレスリリース配信			 

9月1日	 フォレストジャーナル　 読者にメールマガジン配信

9月2日	 林業ニュース　記事掲載			 

9月7日	 林政ニュース第684号　表4　広告掲載			 

9月8日	 産経新聞　東京本社版朝刊　半5段モノクロ　広告掲載	

オーストリア大使館 商務部、バイオマスエキスポ2022森林産業の主催であるバイオマスエキスポ事務局にも来場者の動員にご協力
いただきました。

・ オーストリア大使館 商務部
林業関連重要連絡先へメールマガジンを配信いただきました。

・ バイオマスエキスポ実行委員会
2007年から開催しているバイオマスエネルギー＆マテリアルの専門展示会「バイオマスエキスポ」来場者、フォーラム聴講者データ
ベースへメールマガジンを配信いただきました。

フォレストジャーナル
ウェブ広告レクタングル掲載

フォレストジャーナル　メールマガジン

林野庁　情報誌「林野」8月号

林政ニュース第683号・第684号
表4　広告掲載

PR TIMES
プレスリリース配信

林業ニュース
産経新聞　東京本社版朝刊
半5段モノクロ　広告掲載
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会期中の風景
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主催者企画コーナー
森林研究・整備機構　森林総合研究所（F-21）のご協力により、
4足ロボットSpot歩行デモンストレーションが行われました。
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来場者分析

東京都 1,612
神奈川県 251
愛知県 144
茨城県 126
長野県 110
大阪府 109
千葉県 99
埼玉県 88
群馬県 79
栃木県 78
北海道 72
静岡県 63

山梨県 55
新潟県 34
福島県 34
宮城県 32
岩手県 29
宮崎県 28
京都府 25
広島県 25
青森県 25
岡山県 24
兵庫県 24
福岡県 23

和歌山県 23
山形県 21
滋賀県 20
鳥取県 18
愛媛県 16
岐阜県 16
三重県 14
島根県 14
奈良県 14
福井県 13
鹿児島県 11
徳島県 8

高知県 8
大分県 8
山口県 6
熊本県 5
秋田県 5
石川県 5
香川県 4
佐賀県 4
長崎県 4
富山県 4
沖縄県 3

都道府県別来場者数

業種

森林産業との関係

森林・林業・林産業　25.38%

官公庁、団体　11.47%
建設

8.61%
建設

8.61%

その他
7.70%
その他
7.70%

商社
7.03%
商社

7.03%

機械
6.13%
機械

6.13%

サービス
5.93%

サービス
5.93%

情報、通信
5.11%

情報、通信
5.11%

教育 1.30%
電気機器 1.41%
輸送用機器 1.61%
化学、ゴム 2.24%
卸売 2.55%

電気・ガス・バイオマス 3.14%

教育 1.30%
電気機器 1.41%
輸送用機器 1.61%
化学、ゴム 2.24%
卸売 2.55%

電気・ガス・バイオマス 3.14%

不動産 0.83%
銀行 0.83%
繊維 0.83%
小売 1.02%
その他金融 1.18%
農業、水産 1.26%

不動産 0.83%
銀行 0.83%
繊維 0.83%
小売 1.02%
その他金融 1.18%
農業、水産 1.26%

証券 0.03%
医薬 0.04%
鉄鋼 0.12%
鉱業 0.20%
保険 0.24%
石油・石炭 0.28%
ガラス・土石 0.31%
非鉄金属 0.31%
金属製品 0.35%
食料品 0.43%
運輸、倉庫 0.63%
精密機器 0.71%
紙、パルプ 0.79%

証券 0.03%
医薬 0.04%
鉄鋼 0.12%
鉱業 0.20%
保険 0.24%
石油・石炭 0.28%
ガラス・土石 0.31%
非鉄金属 0.31%
金属製品 0.35%
食料品 0.43%
運輸、倉庫 0.63%
精密機器 0.71%
紙、パルプ 0.79%

林業経営体（森林組合、素材生産業者、自伐林家など）　10.29%

商社・代理店 9.89%

機械・設備　10.28%

官公庁／地方公共団体（県、市町村）林務部　9.49%

コンサルタント　9.02%

その他
14.91%
その他
14.91%

森林資源の活用を検討する企業 4.82%森林資源の活用を検討する企業 4.82%
ソフトウェア　3.60%ソフトウェア　3.60%

木質バイオマス3.40%木質バイオマス3.40%

原木市場　0.04%
福祉団体　0.04%
認証機関　0.04%

学会　0.08%
集成材・合板・プレカット　0.43%

木材調達　0.43%
新電力事業者 0.47%

製紙会社　0.79%
家具・木工製品・ホームセンター　0.83%

木材販売（卸売/小売）　0.91%
林業大学校などの教育機関　0.95%

チップ・ペレット　1.03%
非営利団体　1.34%

山林地域との連携を検討する企業　2.25%
森林所有者　2.97%

学術・研究機関　3.32%

木造・木質（施主／建設／建築設計／住宅販売）　1.50%
木材流通　1.58%

発電事業者　1.74%
業界団体　1.78%

製材・木材加工　1.78%

合　計 	 3,433人
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本展を知ったきっかけは？

機器・製品・サービス導入にあたっての関与は？

来場目的（複数回答可）

決裁権がある 17.45%

中心的な役割を果たす　24.52%

助言をする　28.66%

関与しない　29.37%

ウェブサイト・インターネット　39.01%

招待状　26.53%

メール　13.74%

新聞・雑誌　2.72%

ポスター　2.45%
その他
15.55%
その他
15.55%

最新の情報入手

併催行事（シンポジウム、セミナー等）が行われているから

機器購入・商談

予算確保の資料入手

その他

86.53%

18.49%

7.52%

5.09%

4.70%

0 20 40 60 80 100
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来場登録者（会社名のみ）
・（一財）ニューメディア開発協会
・（一財）リモート・センシング技術センター
・（一財）建設物価調査会
・（一財）広島県森林整備・農業振興財団
・（一財）山梨県森林土木コンサルタント
・（一財）長野県林業労働財団
・（一財）都市農山漁村交流活性化機構
・（一財）日本気象協会
・（一財）日本森林林業振興会
・（一財）日本森林林業振興会前橋支部
・（一財）日本森林林業振興会東京支部
・（一財）日本不動産研究所
・（一財）日本木材総合情報センター
・（一財）林業経済研究所
・（一社）more trees
・（一社）Social Up Motegi
・（一社）スマートシティ・インスティテュート
・（一社）でんきのもりアセットトラスト
・（一社）フォレスト・サーベイ
・（一社）ベンチャーカフェ東京
・（一社）やましごと工房
・（一社）埼玉フィンランド協会
・（一社）全国地域活性化支援機構
・（一社）全国燃料協会
・（一社）全国木材組合連合会
・（一社）全国林業改良普及協会
・（一社）長野県林業コンサルタント協会
・（一社）電力土木技術協会
・（一社）東京都森林協会
・（一社）日本森林技術協会
・（一社）日本木工機械工業会
・（一社）日本木材輸出振興協会
・（一社）日本木質バイオマスエネルギー協会
・（一社）日本有機資源協会
・（一社）日本林業協会
・（一社）日本林業経営者協会
・（一社）北海道林業機械化協会
・（一社）葉山の森保全センター
・（一社）緑の循環認証会議（SGEC/PEFCジャパン）
・（一社）林業機械化協会
・（一社）林業技能教育研究所
・（株）Ace-1
・（株）ADX
・（株）AileLinX
・（株）APPTUNE TRADE
・（株）ARDジャパン
・（株）BREAKTHROUGH
・（株）C&R
・（株）CODESIGN TOKYO
・（株）DEMS
・（株）DES
・（株）DIA
・（株）DSA
・（株）EG Forest
・（株）EMMAトレーディング
・（株）G-Cubed Partners
・（株）GPE
・（株）GREEN FORESTERS
・（株）GREET
・（株）IFE
・（株）IHI
・（株）IHIアグリテック
・（株）INPEX
・（株）JALUX
・（株）JON
・（株）J-POWER設計コンサルタント
・（株）JVCケンウッド
・（株）KANSOテクノス
・（株）KENKEY
・（株）KGKエンジニアリング
・（株）LC総合サービス
・（株）Leaf
・（株）LIXIL
・（株）MARUGOH
・（株）NDT
・（株）NFKホールディングス
・（株）NHKグローバルメディアサービス
・（株）NTTデータ
・（株）NTTデータアイ
・（株）NTTドコモ
・（株）PEO技術士事務所
・（株）RA1Z
・（株）RENERGY
・（株）Rewso
・（株）ROOTS
・（株）SkyDrive

・（株）sonraku
・（株）TDモバイル
・（株）TKカイエー
・（株）TOKIUM
・（株）Tree to Green
・（株）TSIソーイング
・（株）WAKU
・（株）WBエナジー
・（株）Wood Life Company
・（株）YRK and
・（株）アーボプラス
・（株）アイ・エス・ピー
・（株）アイジーコンサルティング
・（株）アイ電子工業
・（株）アヴァンティ
・（株）アクセスインターナショナル
・（株）アクティオ
・（株）アドイン研究所
・（株）アルテリア
・（株）イーサン
・（株）イワサ
・（株）インコム
・（株）ウェザーニューズ
・（株）ウエスコ
・（株）ウッドミック
・（株）ウッドランド
・（株）エアフォートサービス
・（株）エアロ・フォト・センター
・（株）エイジェック
・（株）エイシン
・（株）エイゼン
・（株）エイド・ディーシーシー
・（株）エクサウィザーズ
・（株）エコグリーンホールディングス
・（株）エスプール
・（株）エヌ・ティ・ティ・データ信越
・（株）エネ・ビジョン
・（株）エネルギー経済センター
・（株）エフオン
・（株）エフバイオス
・（株）エムジーエス
・（株）エンプラス研究所
・（株）オカムラ
・（株）オザワ
・（株）オロチ
・（株）カナック
・（株）かみえちご測地
・（株）キクトコーポレーション
・（株）キャラバン
・（株）クニエ
・（株）クラフトマン
・（株）クリーク・アンド・リバー社
・（株）クローバーホーム八街工場
・（株）ケー・アイ・エス
・（株）ケービーエル
・（株）コア
・（株）コーエキ
・（株）コーレンス
・（株）コバヤシ
・（株）サイン・ハウス
・（株）サトウ
・（株）サナース
・（株）さわかみホールディングス
・（株）サンコー環境調査センター
・（株）サンワシステム
・（株）サンワホールディングス
・（株）ジーエスワークス
・（株）ジーエンス
・（株）シースリーフィルム
・（株）ジーライブ
・（株）ジェイツ・コンプレックス
・（株）ジェーエーシー
・（株）ジェピコ
・（株）ジオ・フォレスト
・（株）ジオクリエイツ
・（株）ジツタ
・（株）ジャサコーポレーション
・（株）ショーシン
・（株）ショットビジョン
・（株）シンク・ラボラトリー
・（株）スカイブリッジ
・（株）スリーボンド
・（株）セイコウ
・（株）セールスフォース・ジャパン
・（株）ソーキ
・（株）ソフィアプレシジョン

・（株）ダイカ
・（株）タカコ
・（株）タカフジ
・（株）タケエイ
・（株）タケナカ
・（株）ディートマー・カイザー・ジャパン
・（株）テイーネットジャパン
・（株）ティンバースケープ
・（株）テオリアハウスクリニック
・（株）テクノ
・（株）テクノバ
・（株）テクノマセマティカル
・（株）テクノ中部
・（株）テックタイムス
・（株）テラ
・（株）デンソー
・（株）トーガシ
・（株）トーセン
・（株）トーテム
・（株）トビムシ
・（株）トモエテクノ
・（株）トライ
・（株）ナカノアイシステム
・（株）ナテック
・（株）ニコン
・（株）ニコン・トリンブル
・（株）ネオックス
・（株）ノムラメディアス
・（株）パシフィックフォレストマーケティング
・（株）パスコ
・（株）パスコ 中央事業部 森林環境部
・（株）バルステクノロジー
・（株）ビィーシステム
・（株）ピーク・ワン
・（株）ビジュアル・システムズ
・（株）ファンドクリエーション
・（株）フォーウェイ
・（株）フォテク
・（株）フォルテ森林技術経営研究所
・（株）フォレストハブ
・（株）フジタ
・（株）フジヤマ
・（株）フジヤマロガー
・（株）プラントテクノロジー
・（株）フリーサイト
・（株）フリースタイル
・（株）プロジェクトアドベンチャージャパン
・（株）ベルシステム24
・（株）ホバリング
・（株）マーキュリアインベストメント
・（株）マーベラスコンサルティング
・（株）マイゾックス
・（株）マクシスコーポレーション
・（株）マツボー
・（株）マプリィ
・（株）ミライト・ワン
・（株）みらいリレーションズ
・（株）メニコン
・（株）モバリティー
・（株）モリアゲ
・（株）モンベル
・（株）ヤギサワ
・（株）ヤクルト
・（株）ヤザワコーポレーション
・（株）ヤマゲン
・（株）やまびこ
・（株）リグノマテリア
・（株）リコー
・（株）ルミナスジャパン
・（株）レオニックス
・（株）レグラス
・（株）レグルス・インテリジェントサービス
・（株）レンタルのニッケン
・（株）梓総合研究所
・（株）伊勢戸銘木店
・（株）井内屋種苗園
・（株）壱岐産業
・（株）永星通商
・（株）奥羽木工所
・（株）奥村組
・（株）加藤製作所
・（株）環境エネルギー投資
・（株）環境経営総合研究所
・（株）環境新聞社
・（株）関東都市開発
・（株）丸光イトウ

・（株）丸三ホクシン建設
・（株）岩手銀行
・（株）吉川国工業所
・（株）協和エクシオ
・（株）協和精工
・（株）極東商会
・（株）金山チップセンター
・（株）九電工
・（株）空調服
・（株）熊谷組
・（株）健康太郎の家
・（株）兼松KGK
・（株）建デポ
・（株）建機ワールド
・（株）建設エンジニアリング
・（株）現代文化研究所
・（株）吾妻バイオパワー
・（株）広瀬林業
・（株）江間忠ホールディングス
・（株）高速道路総合技術研究所
・（株）高知官材
・（株）佐合木材
・（株）三井住友銀行
・（株）三社電機製作所
・（株）山一林業
・（株）山恵
・（株）山崎木材
・（株）山川草木
・（株）山長商店
・（株）資生堂
・（株）柴田産業
・（株）守谷商会
・（株）住宅新報
・（株）十津川造林
・（株）重化学工業通信社
・（株）諸岡
・（株）小松製作所（コマツ）
・（株）小友木材店
・（株）昭林
・（株）祥和コーポレーション
・（株）新宮商行
・（株）新生銀行
・（株）新東通信
・（株）新農林社
・（株）森と人研究所
・（株）森のエネルギー研究所
・（株）森未来
・（株）森林環境リアライズ
・（株）森林連結経営
・（株）真庭運創研
・（株）神威
・（株）澄川工作所
・（株）清水インダストリー
・（株）石勝エクステリア
・（株）石川設計
・（株）先祖山業
・（株）川上建設
・（株）前田製作所
・（株）創樹社
・（株）蒼明グリーン
・（株）多摩農林
・（株）大林組
・（株）大脇萬蔵商店
・（株）地域創生Coデザイン研究所
・（株）竹中工務店
・（株）中山鉄工所
・（株）中埜酢店
・（株）中部経済新聞社
・（株）長大
・（株）長谷川萬治商店
・（株）長谷板金
・（株）長谷萬
・（株）鳥海フォレスト
・（株）椿本チエイン
・（株）帝健
・（株）天地人
・（株）田部
・（株）電盛社
・（株）塗師防
・（株）島津興業
・（株）東急設計コンサルタント
・（株）東京チェンソーズ
・（株）東京木材相互市場
・（株）東芝
・（株）徳島阪神フェリーセンター
・（株）栃毛木材工業

・（株）奈良機械製作所
・（株）那珂川バイオマス
・（株）南河内林業
・（株）南星機械
・（株）日システムズ
・（株）日建
・（株）日比谷花壇
・（株）日本ビジネス出版
・（株）日本森林クリエイト
・（株）日本政策投資銀行
・（株）日本木材
・（株）日本林業調査会
・（株）日立システムズ
・（株）日立ソリューションズ
・（株）日立国際電気
・（株）日立製作所
・（株）農経新報社
・（株）農林中金総合研究所
・（株）巴商会
・（株）薄井工務店
・（株）八重コンサルティング
・（株）八芳園
・（株）不動産情報バンク
・（株）不二越
・（株）冨田経営研究所
・（株）舞鶴計器
・（株）風憩セコロ
・（株）復建技術コンサルタント
・（株）兵左衛門
・（株）平プロモート
・（株）豊田自動織機
・（株）豊田中央研究所
・（株）北海道日立システムズ
・（株）北相木森水舎
・（株）堀江林業
・（株）本間組
・（株）本田技術研究所
・（株）名南製作所
・（株）明電エンジニアリング
・（株）明電舎
・（株）茂木のたまご
・（株）木こりツリーサービス
・（株）木下一二商店
・（株）木林士
・（株）有馬
・（株）良品計画
・（株）緑のコンサルタント
・（株）緑地管理
・（株）労働調査会
・（株）國立
・（株）櫻製作所
・（公財）PHOENIX
・（公財）ニッセイ緑の財団
・（公財）森林文化協会
・（公財）東京都中小企業振興公社
・（公財）東京都農林水産振興財団
・（公財）日本住宅・木材技術センター
・（公社）茨城県森林・林業協会
・（公社）大日本山林会
・（公社）日本木材保存協会
・（国研）産業技術総合研究所
・（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
・（国研）森林研究・整備機構
・（国研）森林研究・整備機構 森林整備センター
・（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所
・（国研）森林研究・整備機構 森林保険センター
・（同）CNリサーチ
・（同）ENES
・（同）Georepublic Japan
・（同）LSAF技術士事務所
・（同）SCOP
・（同）SolaritaDesign
・（同）イズミ
・（同）げんてん
・（同）ナンリコンサルティング
・（同）ペタルマカンパニー
・（同）もものわ
・（同）ラーチアンドパイン
・（同）山英林業
・（同）笑顔の食卓
・（同）西川Rafters
・（同）多摩の山守
・（同）農と食といのちのラボ
・（特非）緑の大地会
・（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）
・（有）BMJ河辺処理センター
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・（有）ODSK
・（有）エー・アール・ネット
・（有）エンジニアリングウッド
・（有）オフィス・エムアンドケイ
・（有）カワサキテクノリサーチ
・（有）キセイテック
・（有）きたもっく
・（有）サングリーンサービス
・（有）ビレッジアンドフォースクエア
・（有）フェネクトシステム
・（有）メディア・エース
・（有）ヤナザイ
・（有）岡本環境造園 市川
・（有）共進林建
・（有）原林業
・（有）向井林業
・（有）荒井家具製作所
・（有）高橋木箱製作所
・（有）高見林業
・（有）山大
・（有）山田銘木店
・（有）十文字林業
・（有）上原樹苗
・（有）森山環境科学研究所
・（有）前田林業
・（有）創林
・（有）大分メリー商会
・（有）谷地林業
・（有）丹沢
・（有）天竜フォレスター
・（有）田中林業
・（有）東京ペレット
・（有）東林業
・（有）藤原林業
・（有）藤和造園土木
・（有）内山林業
・（有）内藤鋼業
・（有）楢原愛林
・（有）白川林産
・（有）北信技研
・21建設（株）
・AIRWORKS
・Alaska Pacific Trading Company
・ASロカス（株）
・ATC（株）
・BASFジャパン（株）
・belief
・BIPROGY（株）
・BUMNONG B・N・J
・Business Finland Japan
・CMU HABA
・CSPI
・CuboRex
・Deep & Light Technology（株）
・DKSH MES ジャパン（株）
・elever labo
・ENEOS（株）
・ENEOSホールディングス（株）
・ESRIジャパン（株）
・EYストラテジー・アンド・コンサルティング（株）
・F2エナジー（株）
・FOODBOX（株）
・Forester K
・FRONTIER JAPAN（株）
・GEOSURF Corporation
・GME（株）
・GPSSホールディングス（株）
・HARDWOOD
・IBM JP
・ ISHIZAKI OFFICE
・JAGフォレスト（株）
・JAG国際エナジー（株）
・JA三井リース（株）
・JETRO
・JFEエンジニアリング（株）
・JFEシビル（株）
・JFE商事（株）
・JFE商事マテック（株）
・JFE商事鉄鋼建材（株）
・JForest北信州森林組合
・JKホールディングス（株）
・JREオペレーションズ（株）
・JR九州コンサルタンツ（株）
・JX石油開発（株）
・KDDIエンジニアリング（株）
・KYCOMホールディングス（株）
・manordaいわて（株）
・MGM 松村グループ
・MIKATAプロフェッショナルズ
・NABE-Z

・NPOガーナ農林工芸振興協会
・NPO自然塾寺子屋
・NPO法人 元気森守隊
・NPO法人 蔵前バイオエネルギー
・NPO法人C・C・C富良野自然塾
・NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク
・NTTコミュニケーションズ（株）
・NTTコムウェア（株）
・NTTビジネスソリューションズ（株）
・NTT西日本
・NTT東日本
・NTT東日本-東北
・NX商事（株）
・PRINOTH（株）
・RESTEC
・RFホーム
・RX Japan（株）
・SAI JAPAN（有）
・Salzburg University of Applied Sciences
・SANKO
・SMB建材（株）
・sorano me
・Spanner（株）
・T&Pテクニカ
・TEAD（株）
・T-LIFEパートナーズ（株）
・TOUCHBeauty（株）
・TRADE AND INVEST BC
・USP（株）
・YKアクロス（株）
・ZnOラボ
・アーテック
・アートジャパン（株）
・アイ・シー（株）
・あいおいニッセイ同和損保
・あおい植木
・あきる野市役所
・アキレス（株）
・アサヒ繊維工業（株）
・アジア航測（株）
・アジルジオデザイン（株）
・アズビル（株）
・アドバンストリガー（株）
・アトム（株）
・アルインコ（株）
・イー・トップ（株）
・イー・バレイ（株）
・イー・プランニング
・イーストジオリソース（株）
・イケア・ジャパン（株）
・イツパン
・いわき市役所
・イワタニアグリグリーン（株）
・イワフジ工業（株）
・イワフジ工業（株）関東支店
・インフィールドグリーン環境技術研究所
・ウイング（株）
・ウエストユニティス（株）
・ウッドステーション（株）
・エア・ウォーター・マテリアル（株）
・エア・ウォーター北海道（株）
・エイトレント（株）
・エーゼロ（株）滋賀支社
・エクイスセントラルサービス・ジャパン（株）
・エクシオグループ（株）
・エコナックホールディングス（株）
・エヌケイ建機
・エヌティティデータ
・エブリディデニソンオーバーシーズコーポレーション
・エムエヌケー（株）
・エルヴェラボ（同）
・エンジニアビジョンリサーチインスティテュートインク
・オーアイ・イノベーション（株）
・オカダアイヨン（株）
・オムロン（株）
・オムロンソーシアルソリューションズ
・オリックス銀行（株）
・オルタナティブ・キャピタル・エンタプライズ（株）
・オレゴンツールジャパン（株）
・カーゴテック・ジャパン（株）
・ガーデンフィールド（株）
・カイエー共和コンクリート（株）
・かたばみ興業（株）
・かつらぎ町役場
・かなめ測量（株）
・カヤバ（株）
・ギガフォトン（株）
・キクカワエンタープライズ（株）
・キャタピラージャパン（同）
・キャニコム

・キヤノン（株）
・キャリアネット（株）
・クニミネ工業（株）
・くびき野森林組合
・クリエイション（株）
・グレートスタージャパン（株）
・クレオールファーム
・ぐんぎんリース（株）
・コベルコ建機日本（株）
・コマツ
・コマツカスタマーサポート（株）
・コマツ物流（株）
・サステナブル経営研究所
・サニーライブホールディングス（株）
・サハゴールド（株）
・サンコーテクノ（株）
・サンスイ・ナビコ（株）
・サントリーホールディングス（株）
・シーアイマテックス（株）
・シークス（株）
・シービーエス（株）
・ジオサーフ（株）
・シカデン（株）
・シナネンエコワーク（株）
・ジャパンインフラウェイマーク
・ジャパン建材（株）
・ジャンピース（株）
・シンエネルギー開発（株）
・シンフォニアテクノロジー（株）
・シンワ（株）
・スーパーレジン工業（株）
・スカパーJSAT（株）
・スターライト工業（株）
・スターリーオイル（株）
・スパークス・グリーンエナジー&テクノロジー（株）
・スマートグリーンエネルギー（株）
・スミリンサッシセンター（株）
・スリー・アール（株）
・スワローテック（同）
・セイホク（株）
・セルマーク・ジャパン（株）
・ゼンノ（株）
・ソフトバンク（株）
・ダイソーケミカル（株）
・ダイニッポンショウジ
・タカノ（株）
・チーム北見フォレストワーカーズ
・つくばね森林組合
・テイク・クリエート
・テクノジャパン（株）
・テス・エンジニアリング（株）
・テラドローン（株）
・デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー（同）
・デンカ（株）
・ドゥ・ヤマモト（株）
・トウレアルファート
・トーマツ
・トーヨーカネツ（株）
・トッパン・フォームズ（株）
・トヨタ自動車（株）
・ナイス（株）
・ナイスクリーン（株）
・ナカダ産業（株）
・ナチュロックプロモーション（株）
・（株）ニコン・トリンブル
・ニッキトライシステム（株）
・ニッケン（株）
・ニッタ（株）
・ヌビーン・ジャパン（株）
・ネグロス電工（株）
・ノウケイシンポウシャ
・バイオマスエナジー（株）
・バイオマスパワーテクノロジーズ（株）
・パシフィックコンサルタンツ（株）
・パナソニックエレクトリックワークス創研（株）
・パナソニックハウジングソリューションズ（株）
・ハニー化成（株）
・ハラックス（株）
・ハリマ化成（株）
・バリューシステムサービス（株）
・パワーアップジャパン（株）
・パワープレイス（株）
・ファーストウッド（株）
・ファーストプライウッド（株）
・フィンランド大使館
・フォレストエナジー（株）
・フクビ化学工業（株）
・プラフォームサンブレス（株）
・ブリヂストン化工品ジャパン（株）
・フルカワロックドリル

・フルヤ緑販（株）
・プログレステクノロジー
・プロフレックス（株）
・フロンティアジャパン（株）
・ヘンタ製茶（有）
・ホクシン（株）
・ポクレンハイドロリックス（株）
・マックス（株）
・マルマテクニカ（株）
・ミツワ（株）
・みどり産業（株）
・ミネベアミツミ（株）
・メガネドラッグ工業（株）
・メディコム（株）
・モラブ阪神工業（株）
・モリリン（株）
・ヤスハラケミカル（株）
・ヤマハモーターエンジニアリング（株）
・ヤマハ発動機（株）
・やまびこジャパン（株）
・ヤマヨ
・ヤンマーグリーンシステム
・ユアサ木材（株）
・ユーピーアール（株）
・ユダ木工（株）
・リーグルジャパン（株）
・リコージャパン（株）
・リコーリース（株）
・リッツジャパン（株）
・リニューアブル・ジャパン（株）
・レントリー宇都宮（株）
・ロンタイ（株）
・ワーキング館
・阿賀マテリアル（株）
・愛知海運（株）
・愛知県
・愛知県農林基盤局
・愛知県豊田加茂農林水産事務所
・愛知工業大学
・愛日木研（株）
・愛媛県
・愛媛県 東予地方局
・旭化成（株）
・旭化成アドバンス（株）
・旭化成ホームズ
・安来市役所
・伊藤忠TC建機（株）
・伊藤忠マシンテクノス（株）
・伊藤忠丸紅鉄鋼（株）
・伊藤忠建材（株）
・伊藤忠商事（株）
・伊那市
・井上産業（株）
・井上電設（株）
・井川森林組合
・育良精機（株）
・磯村産業（株）
・稲畑産業（株）
・茨城県
・茨城県森林組合連合会
・宇佐美産業（株）
・宇部興産コンサルタント（株）
・羽太苗園
・英和（株）
・円陣（株）
・遠野興産（株）
・応用地質（株）
・横浜銀行
・王子エンジニアリング（株）
・王子グリーンリソース（株）
・王子ホールディングス（株）
・王子マネジメントオフィス（株）
・王子木材緑化（株）
・岡崎森林組合
・岡谷鋼機（株）
・岡田商事（株）
・沖縄県
・沖縄県東京事務所
・荻野林業
・温海町森林組合
・下仁田町森林組合
・下川町役場
・河内林業
・河和田屋印刷（株）
・花と緑のライフスタイル研究所
・花王クエーカー（株）
・花工房福祉会炭房ゆるくら
・柿崎工務所
・掛川市森林組合
・笠間広域森林組合

・環境計測（株）
・環境事業計画（株）
・環境省
・環境保全（株）
・監査法人トーマツ
・間口ジェネラルサービス（株）
・関東森林管理局
・関東森林管理局東京事務所
・丸紅（株）
・丸紅フォレストリンクス（株）
・丸三産業（株）
・丸茶（株）
・岩手県
・企業組合 山仕事創造舎
・喜多機械産業（株）
・寄居林業事務所
・岐阜県
・岐阜県郡上農林事務所
・久留米大學
・宮崎県東京事務所
・宮城県林業技術総合センター
・宮城十條林産（株）
・京都大学
・京都府京都林務事務所
・京都府農林水産部
・京葉興業（株）
・京和グリーン（株）
・共生バンクグループ
・共和コンクリート工業（株）
・極東開発工業（株）
・玉鳥産業（株）
・桐生広域森林組合
・金山町森林組合
・九州大学
・空知単板工業（株）
・栗山町役場
・群馬県
・群馬県森林組合連合会
・群馬県林業試験場
・慶應義塾大学
・経済産業省
・兼松（株）
・原田産業（株）
・原澤林業（株）
・玄
・個人森林所有者（100ha）
・古河ロックドリル（株）
・古河産業（株）
・古河電気工業（株）
・古河電池（株）
・古殿町役場
・戸田建設（株）
・御前崎海運（株）
・光洋機械産業（株）
・江戸川木材工業（株）
・江本木材産業（株）
・港国際法律事務所
・荒川化学工業（株）
・荒川商事（有）
・高砂熱学工業（株）
・高知県梼原町
・鴻池運輸
・国研森林研究・整備機構森林整備センター
・国際環境NGO FoE Japan
・国際航業（株）
・国土交通省
・国土防災技術（株）
・国土防災技術（株）山形支店
・国内紙パルプ商事（株）
・国立大学法人宮崎大学
・根本メンテナンス（株）
・佐賀県
・佐藤工業（株）
・佐伯広域森林組合
・材惣DMBホールディングス（株）
・材惣木材（株）
・阪和興業（株）
・埼玉県
・埼玉県寄居林業事務所
・笹徳印刷（株）
・三愛オブリ（株）
・三井住友トラスト・パナソニックファイナンス（株）
・三井住友ファイナンス&リース（株）
・三井住友海上火災保険（株）
・三井住友信託銀行
・三井不動産（株）
・三井物産（株）
・三井物産フォレスト（株）
・三河フォレストメンテ（株）
・三機工業（株）
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・三協立山（株）
・三協立山（株）三協アルミ社
・三恵技研工業（株）
・三山工業（株）
・三重エネウッド（株）
・三重大学
・三八地方森林組合
・三菱UFJリサーチ&コンサルティング
・三菱UFJ信託銀行
・三菱重工パワーインダストリー（株）
・三菱商事（株）
・三菱商事ライフサイエンス（株）
・三菱電機（株）
・三菱電機インフォメーションネットワーク（株）
・三木産業（株）
・三洋テクニックス（株）
・三洋貿易（株）
・三林興商（株）
・三和ハイドロテック（株）
・山海舎越前
・山口県
・山口県農林総合技術センター
・山佐林業（株）
・山大産業
・山都町役場
・山陽チップ工業（株）
・山梨県
・山梨県森林組合連合会
・山梨県森林総合研究所
・山梨県立農林大学校
・山梨中央林材（株）
・紫波グリーンエネルギー
・資源活用研究センター
・持永木材（株）
・次世代政策デザイン研究所
・滋賀県
・自然エネルギー財団
・自然応用科学（株）
・自伐型林業推進協会
・鹿児島大学
・鹿沼市役所
・鹿島建設（株）
・鹿島道路（株）
・若井ホールディングス（株）
・守屋木材（株）
・酒巻技術士事務所
・首都圏リース（株）
・衆議院議員
・住友建機販売（株）
・住友建機販売かぶ
・住友重機械工業（株）
・住友重機械搬送システム
・住友商事（株）
・住友林業（株）
・住友林業フォレストサービス（株）
・住友林業緑化（株）
・十津川村役場
・十日町地域森林組合
・出光興産（株）
・諸戸グループマネジメント（株）
・小海町役場
・小諸市役所
・小池化学（株）
・小野上林業（株）
・昭光物産（株）
・昭和興産（株）
・昭和産業（株）
・松浦産業（株）
・松栄建設（株）
・松原産業（株）
・松本広域森林組合
・松本林業
・上月（株）
・上小林業振興会
・上田市役所
・上道キカイ（株）
・常陸太田市森林組合
・信越化学工業（株）
・信州上小森林組合
・信州大学
・信州大学森林計測・計画学研究室
・信州大学農学部
・信濃化学工業（株）
・信友（株）
・新コスモス電機（株）
・新潟県議会
・新庄自動車（株）
・新城市役所
・新東工業（株）
・新明和工業（株）

・森泉山財産組合
・森田総合事務所
・森林パートナーズ（株）
・森林技術総合研修所
・森林施業プランナー協会
・森林総合研究所
・森林保険センター
・神奈川WOODマネジメント
・神奈川県
・神奈川県森林組合連合会
・神奈川県立吉田島高等学校
・神奈川県立自然環境保全センター
・人の森（株）
・須山木材（株）
・水道機工（株）
・水野林業（株）
・世界日報社
・清水建設（株）
・精密林業計測（株）
・西粟倉村役場
・西松建設（株）
・西川広域森林組合
・西日本プラント工業（株）
・西日本高速道路（株）
・西日本高速道路エンジニアリング中国（株）
・西日本電信電話（株）
・西日本貿易（株）
・西部電気工業（株）
・青森県森林整備事業（協）
・静岡バイオマス（同）
・静岡県
・静岡県 東部農林事務所
・静岡県賀茂農林事務所
・静岡県森林組合連合会
・静岡県森林林業研究センター
・静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター
・石川県
・石油資源開発（株）
・積水樹脂（株）
・赤坂木材（株）
・摂南大学
・千歳林業（株）
・千葉県
・千葉県森林組合
・千葉県森林組合連合会
・千葉製粉（株）
・千葉大学
・専門学校山梨県立農林大学校
・川崎市役所
・川崎重工業（株）
・川上村役場
・船山（株）
・前田工繊（株）
・前田商行（株）
・全国森林組合連合会
・全国素材生産業（協）連合会
・双日（株）
・双日マシナリー（株）
・早稲田大学
・早川海陸輸送（株）
・総務省
・造林技術研究所
・速水林業
・村田製作所
・太平電業（株）
・太平洋セメント（株）
・太平洋マテリアル（株）
・太陽石油（株）
・大王製紙（株）
・大久保歯車工業（株）
・大建工業（株）
・大綱（株）
・大阪ガス（株）
・大阪府森林組合
・大阪府森林組合 豊能支店
・大成建設（株）
・大成産業（株）
・大同メタル工業（株）
・大同商事（株）
・大日本コンサルタント（株）
・大日本印刷（株）
・大分県
・大分県東部振興局
・大和ハウス工業（株）
・大和証券（株）
・第一工業製薬（株）
・第一合成（株）
・第一実業（株）
・瀧口木材
・諾亜建設（株）

・智頭石油（株）
・智頭町複業（協）
・池原工業（株）
・竹田製函（株）
・中央精工（株）
・中央宣伝企画（株）
・中京重機（株）
・中国木材（株）
・中山商事（株）
・中村林業
・中電不動産（株）
・中島林業
・中道リース（株）
・中日本航空（株）
・中日本高速道路（株）
・中部大学
・中部電力PG
・中部電力パワーグリッド（株）
・朝倉技術士事務所
・朝日航洋（株）
・蝶理（株）
・長崎県
・長瀬産業（株）
・長野県
・長野県佐久市役所
・長野県佐久地域振興局
・長野県佐久穂町役場
・長野県上田地域振興局
・長野県北アルプス地域振興局
・長野県林業コンサルタント協会 東信事務所
・長野県林業大学校
・長野森林資源利用事業（協）
・鳥取大学
・津々堂
・帝国器材（株）
・帝国繊維
・帝人フロンティア（株）
・庭なら かど松
・鉄建建設（株）
・田主丸財産区議会
・田中開発（有）
・田島フォレストリー
・電源開発（株）
・渡島総合振興局
・都建材工業（株）
・都城木材（株）
・土佐グリーンパワー（株）
・島根県中山間地域研究センター
・島根県津和野町役場
・島根大学
・東レインターナショナル（株）
・東レ建材（株）
・東レ建設（株）
・東海エレクトロニクス（株）
・東急建設（株）
・東急不動産SCマネジメント（株）
・東京・森と市庭
・東京ガスコミュニケーションズ（株）
・東京たま広域資源循環組合
・東京パワーテクノロジー（株）
・東京ブラインド工業（株）
・東京原木（協）
・東京産業洋紙（株）
・東京製綱（株）
・東京製鋼繊維ロープ（株）
・東京大学
・東京電力パワーグリッド（株）
・東京都
・東京都山林種苗緑化樹生産組合
・東京都市大学
・東京都森林事務所
・東京都森林組合
・東京都農林総合研究センター
・東京燃料林産（株）
・東京農業大学
・東京冷化機工業（株）
・東興化学（株）
・東光コンピュータ・サービス（株）
・東工コーセン（株）
・東芝インフラシステムズ（株）
・東神開発（株）
・東電タウンプランニング（株）
・東日興産（株）
・東日本電信電話
・東北ローダー販売（株）
・東北工業大学
・東洋エンジニア（株）
・東洋重機工業（株）
・東濱植林（株）
・徳島県

・読売新聞中部支社
・栃木県
・凸版印刷（株）
・奈良県フォレスターアカデミー
・奈良県森林技術センター
・那須塩原市森林組合
・那須南森林組合
・南魚沼森林組合
・南信チップセンター
・南丹市役所
・南都留森林組合
・南那珂森林組合
・南牧村役場
・日の丸産業（株）
・日栄産業（株）
・日化メンテナンス（株）
・日加R&E（株）
・日刊木材新聞社
・日揮ホールディングス（株）
・日光森林管理署
・日産緑化（株）
・日新ホールディングス（株）
・日新化成（株）
・日成共益（株）
・日鉄エンジニアリング（株）
・日南町森林組合
・日発販売（株）
・日本アイ・エス・ケイ（株）
・日本キャタピラー（同）
・日本グリーン電力（株）
・日本コムシス（株）
・日本ナチュロック（株）
・日本ノボパン工業
・日本パーカライジング（株）
・日本ファーネス（株）
・日本工営（株）
・日本工営都市空間（株）
・日本山林再生（株）
・日本消波根固ブロック協会
・日本政策金融公庫福島支店
・日本製紙（株）
・日本製紙木材（株）
・日本曹達（株）
・日本大学生物資源科学部
・日本甜菜製糖（株）
・日本電気（株）
・日本土地山林（株）
・日立システムズフィールドサービス
・日立建機（株）
・日立建機日本（株）
・農林水産省
・林野庁
・農林中央金庫
・八千代エンジニヤリング（株）
・飯田グループホールディングス（株）
・飯能市役所
・桧丸（株）
・富士岡山運搬機（株）
・富士見工業（株）
・富士総業（株）
・富良野自然塾
・浮羽森林組合
・芙蓉総合リース（株）
・服部興業（株）
・福井コンピュータ（株）
・福井県森林組合連合会
・福井県池田町
・福岡県森林組合連合会
・福岡県朝倉農林事務所
・福島県素材生産（協）
・物林（株）
・兵庫県
・兵庫大学
・平和紙業
・米国大使館
・米山特許事務所
・宝産業（株）
・豊通エネルギー（株）
・豊田市
・豊田森林組合
・豊田通商（株）
・望月林業（有）
・北アルプス森林組合
・北越コーポレーション（株）
・北越パレット（株）
・北海道
・北海道大学
・北海道大学 大学院工学研究院
・北海道立総合研究機構 林業試験場
・北海道立北の森づくり専門学院

・北国糊糧工業（株）
・北信州森林組合
・北相木村役場
・本田技研工業（株）
・味の素（株）
・味の素AGF（株）
・牟田技術士事務所
・名草木材（株）
・名備運輸（株）
・明星セメント（株）
・木こり
・野村バブコックアンドブラウン（株）
・野辺地林業（有）
・矢崎化工（株）
・矢崎総業（株）
・矢﨑エナジーシステム（株）
・油機エンジニアリング（株）
・悠久の杜お助け隊
・有限責任監査法人トーマツ
・翼電気（株）
・立科町役場
・立石林業（株）
・流域デザイン
・流鏑馬の里ふるどの
・緑産（株）
・林野庁森林技術総合研修所
・鈴木林業
・鈴与（株）
・和歌山県
・和気産業（株）
・和光商事（株）
・國學院大學北海道短期大学部
・櫻護謨（株）
・萬栄商事（株）
・髙松林建

※順不同  　
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出展社アンケート結果

1. 展示会全般のご感想をお聞かせください。

2. 貴社の出展目的をお聞かせください。（複数回答可）

3. 貴社ブースのアクセス数はいかがでしたか？

0 20 40 60 80 100

新規ユーザー開拓のため

販売目的のため

企業・製品の宣伝、PRのため

新製品発表のため

販売代理店を募集するため

同業者の兼ね合いから

研究成果のPRのため

情報収集

82.9%

41.5%

85.4%

29.3%

9.8%

12.2%

2.4%

2.4%

あまり良くなかった（期待以下）　4.9%

良くなかった（期待外れ）　2.4%

とても良かった
（期待以上） 

34.1%

良かった
（期待通り）

58.5%

あまり多くなかった（期待以下） 　12.2%

少なかった（期待外れ）　2.4%

とても多かった
（期待以上）
34.1%

多かった
（期待通り）
51.2%
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4. 貴社の製品（展示物）に対して有効な来場者のアクセスはありましたか？

5. 出展目的は達成できましたか？

6. 現時点での出展効果は？（複数回答可）

少しアクセスがあった（期待以下） 7.3%

全くアクセスがなかった（期待外れ） 2.4%

多数のアクセスがあった
（期待以上）
26.8%

まずまずのアクセスがあった
（期待通り）
63.4%

あまり達成できなかった（期待以下） 　7.3%

達成できなかった（期待外れ）　2.4%

大いに達成できたた
（期待以上）
29.3%

達成できた
（期待通り）
61.0%

PR効果があった

照会、商談があった

新規顧客が開拓できた

既存お取引先とコミュニケーションをとることができた

出展効果はなかった

現時点では分からない

68.3%

68.3%

41.5%

58.5%

7.3%

2.4%

0 10 20 30 40 50 60 70 80

上記6. 選択肢以外の出展効果があれば教えてください。
・ 他の出展者との情報交換ができた			 
・ 同業他社の製品やコスト感を知ることができた			 
・ 商談には直接つながらない林業業界の方に会社のことを知ってもらえた			 
・ 従来の顧客である行政以外の客層にアプローチすることができた			 
・ 併設展とのエリア境界だったため想定外の業種からの来客効果もあった			 
・ 上記以外ではありませんが、お見積依頼を何件かいただきました。受注に至ったものは今のところございません。経過を見ていきたいと考えております	
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7. 希望する来場者「層」を教えてください。

8. FORESTRISEセミナーの内容はいかがでしたか？

9. FORESTRISEセミナーは展示会の来場誘因につながったと思いますか？

・ 森林所有者
・ 苗生産業者
・ 製材事業者
・ 建築事務所・建築家
・ 設計者
・ 地方のゼネコン
・ 森林組合、林業事業体、現場の実践者
・ 林業会社の経営者、林業事業体の幹部
・ 森林管理事業者
・ 官公庁、自治体、役所関係者
・ 官公庁の担当者、市町村の林務系職員
・ メーカー
・ マスコミ　
・ 民間企業、公共事業を手がける民間企業
・ (パートナー構築が可能な)同業者
・ バイオマス発電関係者
・ スマート林業
・ 北カレルアのフィンランド
・ 大学教授・研究者・専門家
・ 森林土木業・造園業関連の方
・ 国土交通省・環境省関係の役所
・ コンサルタント
・ 都道府県レベルの役所関係はそこそこだったが、市町村はほぼ皆無。一般的知識しかない職員が来場してもチンプンカンプンなことに加え、多忙を
極めていることは理解できるが、多額の税金が投入されている森林経営管理法を担っているのだから、もう少し最先端や林業の現状に興味を持っ
てほしいものだと思いました。

内容は良かった 
43.9%

わからない
56.1%

思う
82.9%

思わない
17.1%
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10. 来場者の誘因につながると思われるセミナーのテーマがあれば教えてください。

11. 出展社情報ページ（Webポータル展示）のシステムや機能はいかがでしたか？

12. その他、ご意見やご感想があればお聞かせください。

・ ガス化発電
・ 地産地消の成功例
・ 林業機械メーカーのプレゼン
・ 循環型社会の確立
・ 林業DX
・ 希望する来場者層に関係しますが、市町村職員のためにハードルを下げたセミナーは、いくつかあっても良いかと思いました。いまさら聞けない林
業先進技術とか。そのような意味では、展示会の副題がかっこ良すぎて、ハードル高かったかと。

・ 皆伐再造林の現実的な作業手法　獣害対策　業界有名人の講演
・ 木質バイオマス利用による森林と地域経済圏の確立
・ 森林資源の有効活用による持続可能な社会づくり
・ 森林計測
・ 森林整備の現状及び問題点
・ COPの話、クレジットの話があると良い。
・ （行政向け）国土保全、自然災害防止の観点から里山林の手入れを急ぐべき
・ 海外の事例

・ 来場者はバイオマスについてある程度の知見がある方が多かったため、専門的な商談がしやすかった。良い意味で「量よりも質」の展示会です。
・ 会場レイアウトや通路の幅は、開放感がありブースに立つのも、会場を歩き回るのも苦になりませんでした。
・ 来場者数が少なかった
・ もう少し出展者が増えるといいと思います（特に木材関係）。
・ 早期の次回開催願う。
・ 出展数が今の産業としての林業を反映していると思います。それはそれでコンパクトで良かったのではないかと。
・ 他のシンポジウムの来場者が多かったので次世代森林展の客層にもっと触れたかった。
・ 東京ビッグサイトの開催は来場者が多く良かったです。2つの併設展示開催も良かったと思います。ゼネコンやセンサー会社から来場もあり、関心
をもっていただきました。

・ ERFS書類に始まり開催当日期間に至るまで、全て迅速に処理してくださり、また細々とした質問にご対応くださり、大変ありがとうございました。お
蔭様でブースの設営などもスムーズにいきました。お客様に一つ申し訳なかったのは、VIPバッジを事前にお渡しできなかったことです。次回から、
もし可能であれば海外でも事前に入手できるシステムができましたら、ありがたいです。よろしくお願い致します。大変お世話になりました！

・ たくさん人が来てくれてとても宣伝になった。
・ 最終日は片付けのため4時までで良い。
・ 今回はセミナーを聞きに行くことが出来なかったので、次回はぜひ参加させていただきたい。
・ 問い合わせを事前にとれるシステムはよかったが、問い合わせしていただいた企業の連絡先が分からず、当日会うまで連絡がとれなかった。シス
テムの使い方が分かっていないだけかもしれないが、連絡先の入力欄など作っていただきたい。

・ また東京ビッグサイトでの開催を望みます、地盤の展示会が横にあったのも良かった。また月末あった治山シンポジウムの日程と絡めるとなお一
層地方の方が上京しやすくなるのかなぁと感じた。

・ 林業に偏りすぎず、林業と同じような技術を使い、かつ新しい技術を探し求めている土木業、農業の方にも集まっていただきたい。
・ 1）全般的に林業関係者への周知が少なかったと思います。イベントを知らない方が多数おられました。2）弊社のブース配置は残念ながら人流の
裏側にあたり、少し心残りです。3）イベントホームページはあまり活用されていない印象を持ちました。

・ Webポータル展示システム自体の作りは良いと思うが、展示会HPトップページから出展社ページまでの行き方が分かりにくく、魅力が半減していた。
・ 林野庁、都道府県がほとんど来なかった。次回は主催者から動員をかけてほしい。

とても良かった（期待以上）　7.3% 

良かった
（期待通り）
78.0%

あまり良くなかった（期待以下）　12.2%

良くなかった（期待外れ）　2.4%

FORESTRISE
第4回次世代森林産業展



次回開催のご案内

FORESTRISE
第4回次世代森林産業展

2024年秋 開催予定！



事業本部　コンベンション事業部　FORESTRISE事務局
〒100-8079　東京都千代田区大手町1-7-2
TEL：03-3273-6180　FAX：03-3241-4999

E-mail: forestrise@sankei.co.jp　　URL: http://www.forestrise.jp


